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『 夢を叶えるために脳はある 』                池谷 裕二【著】 
 
本書は、ベストセラーを含む数々の脳にかかわる著書のある東京大学教授が、３日間にわた
り高校生を対象に行った連続講義の記録。なぜ脳は存在するのか、僕らはなぜこんなに大き
な脳を持ってしまったのか、時間はなぜ存在するのか、この世界は現実なのか、人工知能に
とって人間とはなにか、そして「私」とはなにか、といった根源的な問いを、最先端のもの
も含む数々の研究成果をもとにわかりやすく解きほぐしている。 

 

 

『 なぜ働いていると本が読めなくなるのか 』          三宅 香帆【著】 
 
人類の永遠の悩みに挑む！「大人になってから、読書を楽しめなくなった」「仕事に追われ
て、趣味が楽しめない」「疲れていると、スマホを見て時間をつぶしてしまう」……そのよう
な悩みを抱えている人は少なくないのではないか。「仕事と趣味が両立できない」という苦し
みは、いかにして生まれたのか。自らも兼業での執筆活動をおこなってきた著者が、労働と読
書の歴史をひもとき、日本人の「仕事と読書」のあり方の変遷を辿る。そこから明らかにな
る、日本の労働の問題点とは？すべての本好き・趣味人に向けた渾身の作。 
 

  
『 スマート農業 』                      中野 明正【著】 
 
国内では高齢化による労働力不足などの要因から農業が大きな岐路に立たされる一方で、世
界では爆発的人口増加や紛争、自然災害などで、何億もの人々が食糧不足や飢えに苦しんで
いる。これらの課題を解決する切り札として、先端科学技術やデータの活用によるスマート
農業が注目を集めている。この新しい農業の国内外における具体的な取り組み事例や課題、
将来展望を、図版や写真、イラストを使ってやさしく解説するシリーズ第11弾。 
 

 

『 どんな時も人生に「ＹＥＳ」と言う 』            諸富 祥彦【著】 

 
『夜と霧』『それでも人生にイエスと言う』の著者として知られるオーストリアの精神・神経
科医、ヴィクトール・エミール・フランクル。どんな時も、人生には意味がある。どんな人
の、どんな人生にも意味があり、なすべきこと、満たすべき意味が与えられている――。そ
う訴えかける「フランクル心理学」の考え方は、いわば「絶対肯定の哲学」です。本書で
は、フランクルの考え方と、それを日常生活でどう実践していくかについて、わかりやすく
解説しています。読んだ後、心が前を向く1冊です。 

 

 

『 奇跡の薬１６の物語 』              キース・ベロニーズ【著】 

 

ペニシリンはたまたま混入したアオカビから発見された―だけではない。薬の発見から実用
化までには、数かずの偶然と人間ドラマが存在する。４００年前から伝わる抗マラリア薬、
薬を毒にしたシリアルキラー、化学兵器から生まれた抗がん剤、バイアグラ開発に至るまで
の悪戦苦闘…。本書では、いくつもの運命の分かれ道を経て人類の生活を変えた１６種類の
薬にまつわる物語を紹介する。化学を専門とする著者によって、分子レベルで薬の作用メカ
ニズムがやさしく解説されており、物語にさらなる深みをもたせている。短編小説のように
読める、「事実は小説より奇なり」な一冊。 

 

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E3%83%99%E3%83%AD%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%82%BA+%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%82%B9

